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次世代研究データ基盤としてのNII RDC
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「JAIRO Cloud」とは
• 大学や研究機関に所属する研究者の研究成果を手軽に公開
• クラウド型のリポジトリサービス。サーバ管理不要で導入・運用の負担大幅減
• リポジトリソフトウェア を利用
• NIIとJPCOARとの共同運用

1. 多様な研究成果公開が可能
2. 研究成果の発見可能性を向上
3. 研究者による研究成果公開のサポート

約８００機関
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多様な研究成果公開が可能

研究成果の登録、検索
メタデータのカスタマイズ
研究成果のダウンロード
利用統計の取得

論文 研究
データ
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研究成果の発見可能性を向上

登録された
メタデータを
流通向けに変換

様々なチャネル
から成果に到達
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研究者による研究成果公開のサポート

日常的に
研究成果を管理。

研究者の
タイミングで連携

即時OA・公的資金
に基づく研究デー
タ公開をサポート

研究成果を正しく、
安心して公開
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